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岩石破壊に伴う電波放射実験における金属接触雑音の排除
Exclusion of metal contact noise in the experiment of radio wave emission due to rock
fracture
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１．まえがき　
　以前、岩石破壊に伴って３００MHｚから２２GHｚの電波が、放射されることが観測された [1]。これは自然界で

岩石が破壊する現象（地震や火山噴火）を、観測あるいは予知する手段として使える可能性があるので、注目を集めた
[2][3]。
それに対し、実験系を構成する金属部が互いに当たって、電波が発生することが確認された [4] [5]。　これは金属が

衝突・接触により帯電し、放電するためと思われる。従って、この信号は岩石破壊による電気現象と本質的に関係ない
ので、識別が必要である。
最近我々は、実験系の中で衝突・接触する構成要素を、電気的に短絡して再構築した、岩石破壊の過程で、要素が帯電

し放電することを防ぐためである。本稿では、実験系の構成と実験結果について、報告する。

２．実験系
　実験系は、岩石破壊するための破壊系と電気信号測定系より成る。破壊系は油圧プレス機の他、土台や天板、それ

らを接続する支柱、ボルト、ナットなどで構成される。これらすべての部品に、太さ xx mmの撚り導線をねじ止めある
いははんだ付けして、結んだ。導線は撚り線で、その数は幅 5ｍｍ厚さ１ｍｍが２４本、幅 2ｍｍ厚さ 0.5ｍｍが 9本で
ある。
電気信号の測定系は、以前と同じである。１MHzと３００MHｚ、２GHｚ、１８GHｚを扱う。各周波数帯に対応

して、アンテナと低雑音増幅器およびフィルタを設ける。データ量はデジタル化して、データ格納する。その際、メモ
リを駆動始めるためのトリガ信号が、測定上重要である。
岩石試料は以前と同じく、硅岩と花崗岩、斑レイ岩、玄武岩を用いた。

３．測定結果
　次のような結果を得られた。
（１）すべての岩石で、破壊と同時に、３００MH ｚにおいて電波の放射が観測された。
（２）特に硅岩では、３００MH ｚの他に１８ GHｚ成分も検出できた。これらは同期している。
（３）モルタルの円柱試料でも実験を行ったが、信号検出できなかった。
（４）岩石残滓あるいはブルーシート、ビニール被いなどが触れると、放射が観られた。それらの周波数帯は、３０
０MH ｚが主で、次に２ GHｚ、そして１８ GHｚと続き、岩石破壊の場合と異なる。原因としては、互いに帯電・放
電するためと推測される。
（５）時間を外すと外来雑音も入るが、それらは２ GHｚや１８ GHｚの高い周波数成分は無い。

４．まとめ
破壊系の金属をすべて短絡して、不要放射を防いだ。それに対しすべての場合で観測されたので、岩石破壊から電波

が放射することが確認された。
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